
第 33週―聖なる塗り油 

鳥 
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 出エジプト記第 30章の聖なる塗り油としての複合の膏油（聖なる塗り油）の予表の意義は、宇宙の創造の意義よりも大き

いです。聖なる塗り油、すなわちオリブ油と四つの香料の複合された膏油は、イエス・キリストの霊の満ち満ちた予表で

す。複合の膏油、聖なる塗り油は、幕屋とそのすべての器物、祭壇とそのすべての器具、洗盤とその台、祭司たちを油塗る

のに用いられ、神の神聖な定められた御旨のためにこれらすべてのものを神に対して聖とし、分離し、聖別しました。ここ

には二つの警告「人の肉に注いではならない．またその成分にしたがって、それと似たものを作ってはならない．」があり

ます。わたしたちは信者として、複合の膏油で、すなわちすべてを含む霊で油塗られています。詩篇第 133篇 2節は、塗り

油がどのようにアロンの頭から彼の髭に流れ下り、それから彼の衣のすそに流れ下ったかを描写しています。 

 真理要点 経験適用 

１

日 
１．本篇の内容から、神の永遠

の意図について説明してくださ

い。 
２．流れる「没薬」の霊的な表

徴と効果は何でしょうか？ 

１．神の永遠の意図は、彼がすべてを含む複合の霊として、すなわち神性、人性、肉体と成ること、人の

生活、十字架、復活、昇天を含むその霊として、わたしたちに到達するということです。このすべてはブ

レンディングされて複合の膏油を形成し、この膏油は神の選ばれ贖われた民を油塗るためです。 

２．流れる没薬は、香りは甘く、しかも味は苦く、キリストの尊い死を表徴します。聖書で、没薬はほと

んど葬りのために用いられます。没薬は香りの良い木から来ます。この木は切られた結果、あるいはある

種の自然な裂け目や傷口を通して樹液をしたたらせます。没薬の芳香液は苦痛を軽減するだけでなく、不

適切な分泌物を出す体をいやすのに用いることができます。 

２

日 
１．「におい菖蒲」の霊的な表

徴と意義について説明してくだ

さい。 
２．オリブ油は香油のベースで

すが、その霊的な意義とは何で

しょうか？ 

１．におい菖蒲は、沼あるいは泥の場所で上に生長する葦であり、キリストの尊い復活を表徴します

……。菖蒲は沼地や泥地に生えます。しかし、たとえ沼地に生えても、それは空中に真っすぐ立つことが

できます。この菖蒲は、主イエスが死の場所から起き上がることを表徴します。 
２．聖書でオリブ油は神の霊を表徴します。オリブ油はオリブを圧搾することによって生み出されます。

オリブ油は神の霊を表徴し、キリストの死の圧搾を通して流れ出ます。オリブ油は膏油のベースです。そ

れは香料と複合された基礎的な要素です。四つの香料はオリブ油へと複合されて膏油を作ります。これ

は、オリブ油で表徴される神の霊が、もはや単に油ではなく、今やある成分と複合された油であることを

示します。 

３

日 
１．四つの香料の文量が、それ

ぞれ三つの全体的な五百しける

の単位であることは、何を啓示

していますか？ 
２．香料と油の調和（ミングリ

ングの、霊的な表徴とその意義

は？ 

１．中間の五百シケルが二つの部分に分けられていたことは、復活における三一の神、第二者（御子）が

十字架上の死によって「分けられた」ことを表徴します。聖書で五は責任の数ですから、複合の膏油の五

つの要素と、四つの香料の三つの五百シケルの単位は、三一の神が復活において責任を担うための力、能

力であることを表徴します。 
２．香料と油とのミングリングは、穀物のささげ物におけるきめの細かい小麦粉と油とのミングリングに

たとえることができます（レビ第 2章）。穀物のささげ物で、練り粉はきめの細かい小麦粉と油とのブレ

ンディング、ミングリングによって生み出されます。これも、キリストのひとりのパースンに神性と人性

の両方があることを表徴します。キリストはすべてを含む方です。キリストは神また人であり、人また神

です！ 

４

日 
１．複合の香油は、わたしたち

のからだにおいて、どのような

機能と目的がありますか。 
２．何故多くのクリスチャンは

複合の香油の経験をしたことが

無いのでしょうか？ 

１．このような油塗りは、わたしたちの内側の複合の霊の動きであり、わたしたちに適用し、手順を経て

究極的に完成された三一の神のすべての要素をわたしたちの内なる存在の中へと加え、わたしたちの内な

る人が神聖な要素をもって神聖な命の中で成長し、わたしたちが神とミングリングされて一になるように

します。聖なる塗り油はただ一つの目的のため、すなわち、神の住まいと祭司の体系を油塗るためです。 
２．その理由は、この霊が霊の家の建造のため、また聖なる祭司の体系のためであるということです。シ

ナイ山で二つのものが用意されました。幕屋と祭司の体系の啓示の後、複合の膏油の記述があります。神

の家と祭司の体系の為で無い人は、複合の霊を享受することが出来ません。 

５

日 
１．聖なる塗り油が人の肉に注

いではならない理由を説明して

ください。 
２．成分にしたがって、それと

似たものを作ってはならない理

由を説明してください。 

１．聖書で、人の肉は、旧創造における堕落した人を指しています。キリストにある信者として、わたし

たちはみな再生され、再生において新創造となりました。一方で、わたしたちは再生された霊を持ってい

ます。もう一方で、わたしたちは依然として古い、堕落した肉を持っています。塗り油を人の肉に注いで

はならないという命令は、油塗りが旧創造の人々に適用されてはならないことを示します。 
２．塗り油と似たものを作ってはならないという命令は、わたしたちがそれを模倣すべきではないことを

意味します。わたしたちは真に霊のものであるか、何が模倣であるかを識別する必要があります。いかな

る霊的な美徳も、あなた自身の努力によって模倣してはなりません。こうすることは、膏油と似たものを

作ることです。神の目に、これは忌むべきことです。 

６

日 
１．主の栄光が現される前、複

合の霊がまだ無かった理由を説

明してください。 
２．その霊がからだに流れるこ

とを、聖書を例に挙げてくださ

い。 

１．神の霊は創世記第 1章に存在し、聖霊はキリストの誕生とかかわりがありました。聖霊は主イエスが

胎に入ったときに存在しましたが、キリストが復活させられ栄光が現されるまで、その霊はありませんで

した。その時になって、その霊の複合が完了しました。 
２．詩篇第 133篇はこれを示しています。アロンの頭に注がれた膏油は、体に流れ下りました。これは、

膏油、すなわち複合の霊の満ちあふれる供給が、からだに依存しているという事実を描写しています。パ

ウロは自分がからだ全体ではなく、からだの肢体にすぎないことを認識していました。肢体として、彼は

からだの供給を必要としました。 

ま 

と

め 

 神は神の言葉にしたがって宇宙を創造されましたが、そこには神自身の成分はありませんでした。複合の聖なる塗り油は、三一の神ご自

身の全てがその中に入れられ、様々な過程を経て、さらにそれぞれの豊富と成分が加わり複合されてできたものです。そういうわけで、聖

なる塗り油は宇宙の創造の意義よりも更に大きいのです。ルカによる福音書第 11章では、聖霊は良いものと言われています。それはパン、

魚、卵を含み、それぞれは陸海空の豊富を表徴します。聖なる塗り油にあずかるためには、わたしたちは祭司となる必要があります。天然

と肉においてでなく、また霊的な美徳を模倣するのでもなく、それはさらに召会の建造にあずかるためです。 

 

 


